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問題１ Ａ、Ｂ及びＣが甲土地を共有している場合に関する次のアからオまでの記述の 

うち、判例の趣旨に照らし誤っているものの組合せは、後記１から５までのうち、 

どれか。  

ア Ａが、Ｂ及びＣの同意を得ずに、農地である甲土地について宅地造成工事をし

ているときは、Ｂは、Ａに対し、その工事の差止めを請求することができる。 

イ Ａが、Ｂ及びＣの同意を得ずに、甲土地の全部を占有し使用しているときは、 Ｂ

及びＣは、Ａに対し、甲土地の全部をＢ及びＣに明け渡すことを請求することが

できる。 

ウ 甲土地につき、真実の所有者でないＤが所有権の登記名義人となっている場合、 

Ａは、Ｂ及びＣの同意を得なくても、Ｄに対し、その抹消登記手続を請求するこ

とができる。 

エ Ａ、Ｂ及びＣの間で甲土地についての共有物分割の協議が調わず、Ａが裁判所

に甲土地の分割を請求したときは、裁判所は、Ａが甲土地の全部を取得し、Ｂ及

びＣがそれぞれの持分の価格の賠償を受ける方法による分割を命ずることはでき 

ない。 

オ Ａが死亡し、その相続人が存在しないことが確定し、清算手続が終了したとき 

は、その共有持分は、特別縁故者に対する財産分与の対象となり、財産分与がさ

れず、当該共有持分が承継すべき者のないまま相続財産として残存することが確

定したときにはじめて、Ｂ及びＣに帰属する 。 

 １ アイ   ２ アウ   ３ イエ   ４ ウオ   ５ エオ 
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